
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

◆会長あいさつ◆   高橋 和之 会長 
 

 26 日の土曜日は、紺野仁昭

会長エレクトと共に、二本松

ＲＣの創立 50 周年記念式典

に出席して参りました。厳粛

な式典に 50 周年の年輪を感

じた次第です。 

また、27 日の日曜日には、

パーシモンＣＣに於いて、ゴルフ部会によりますゴル

フコンペが開かれました。素晴らしい五月晴れのもと

で、楽しいプレーで心の疲れは吹っ飛びました。14 名

参加で優勝は佐久間功会員でした。来月 17 日の日曜

日は、会長杯取切戦が民報コースで繰り広げられます。

多くの参加者と一緒に友情と親睦でいい汗を流しま

しょう。 

さて、皆様にお願い致しておりました復興支援金募

金ですが、お陰さまで、昨日現在で￥825,000 円のご

協賛をいただきました。皆様のご厚情に厚く感謝申し

上げます。ありがとうございました。なお、まだご入

金されていない方や追加希望されます方は、よろしく

お願い致します。最終のご報告は、ＰＪ終了後に決算

報告をさせていただきます。 

話は変わりますが、先週の 24 日に第７回のクラブビ

ジョン委員会が開催されました。先般行なわれたクラ

ブ・フォーラムで、皆様からの貴重なご意見をもとに、

次年度活動に何を・どう反映させるかの会議でありま

した。委員会で検討された原案は、理事会で協議され

実行の運びとなります。 

今年度から立ち上げさせて頂きましたクラブビジ

ョン委員会の目的は、「過去に感謝し、新たな未来へ

変化を起こす」ことにあります。野地委員長のご尽力

によりまして、この目的に向かって歩み始めましたこ

とに、敬意と感謝を申し上げる次第であります。 

この委員会の活動を継続することで、きっと理想の

ロータリークラブに変身していくだろうと意を強く

した次第であります。 

今日の例会は、㈱ヤクルト本社福島工場様のご好意

によります移動例会です。食事のあとは工場見学をさ

せていただきます。ヤクルト本社福島工場様の益々の

ご繁栄とご発展をご祈念申し上げまして御礼と致し

ます。 
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平成 24 年 5月 30 日（水）ヤクルト福島工場 

■メークアップ/24 名 ■修正/66 名 ■修正率/100％ ■会員/66 名 ■出席/42 名 ■出席率/63.64％ 第 43 回例会 

 今月・来月のプログラム 

1  
16 月 36 日(水) 2012～2013 年度地区協議会 
        ホテルハマツ  例会休会 
16 月 13 日(水) クラブ協議会・活動報告① 
        2012～2013 新旧合同理事会（夜間） 
16 月 20 日(水) クラブ協議会・活動報告② 
16 月 27 日(水) 夜間 新旧委員会歓送迎会 
        「桑折町・うぶかの郷」 

本日のプログラム 
１ 開会点鐘 

２ 来訪者紹介と会長挨拶 

３ ヤクルト福島工場 
       工場長  栗原 勝 様 
       総務課長 清野 博 様 
４ 地区インターアクトクラブ連絡 

 協議会・顧問教師会 報告 
 次期 新世代奉仕委員会 

 高橋 勇雄 委員長 
６ 閉会点鐘 
 
  ヤクルト福島工場内 見学 

今週のトピックス 
《安保理シリア非難声明》 

市民砲撃 死者 108 人内子ども 49 人 アサド政権への制裁に

監視団とアナン前事務総長が調停。1日も早い終束を！ 

 

事務局／〒960-8151 福島市太平寺字過吹 6-2 ザ・36・メイファイブ 1Ｆ２号室 

    tel．024-546-3793  fax．024-545-7878 

例会場／サンパレス福島 〒960-8101 福島市上町 4-30 

    tel．024-523-3811(代)  fax．024-23-0375 

HP アドレス http://www.inaka.ne.jp/f-southrotary/index.html 

「ヤクルト創始者の代田博士とイメージキャラクター」 

 

◆ヤクルト福島工場 工場長挨拶◆ 
すべての人の健康を願って 栗原 勝 様 

 

「人々の健康のために」と

いうのが私たちの想いです。

それは、ひとりの研究者の

発想と情熱から生れました。 

ヤクルトの創始者で、医学

博士の代田稔は、食糧不足

と不衛生な環境で多くの幼

い命が失われていた少年期の体験から、病気にならな

い為の「予防医学」、腸を健康にして長生きする「健

腸長寿」を提唱しました。そして、腸を健康に保つ乳

酸菌に着目し、1人でも多くの人に、手軽に飲んでい

ただける飲料「ヤクルト」を生み出したのです。 

プロバイオティクスという、生きたまま腸内に届く

有用菌のパワーを健康の維持･増進に役立てようとす

る考えは今では世界中に普及しています。これは約 80

年も前からヤクルトが続けてきたこと。プロバイオテ

ィクスの歴史はヤクルトから始まったといえるでし

ょう。 

ヤクルトの乳製品に含まれる乳酸菌 シロタ株とビ

フィズス菌(B.ﾌﾞﾚｰﾍﾞ･ﾔｸﾙﾄ株)は、いずれも強くすぐ

れたプロバイオティクスです。消化液にも負けずに

生きたまま腸内に届き腸内環境を改善する働きを持

っています。 

 

◆地区 インターアクトクラブ連絡◆  
《協議会・顧問教師会 報告》 

次期 新世代奉仕委員会 高橋 勇雄 委員長 
 

開催日：５月２４日（木） 

場  所：開成山大神宮参集殿 

参加者：全 14 校関係者（218 名） 

・地区ｲﾝﾀｰｱｸﾄ関係者 

・各ｽﾎﾟﾝｻｰﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ 

・ｲﾝﾀｰｱｸﾄ顧問教師 

内 容：23 年度事業報告、24 年度事業計画 

地区 IAC 委員長：佐久間功委員長 

４大行事 

 ①連絡協議会（郡山） 

   ②リーダー研修会（青少年会館） 

   ③年次大会（会津坂下中央公民館） 

④国際理解月間（ブリティッシュヒルズ） 
 

判った事･･･当クラブの割り当てが 

③の年次大会が来年８月に南 RC 担当 

①の連絡協議会事務局が再来年５月に南 RC 担当 
 

つまり、当クラブの次次年度新世代委員長は、２

大行事が控えている、ということです。 
 

◆ヤクルト福島工場 見学◆ 

ヤクルト福島工場は、企業の理念にマッチした清潔

感溢れる最新の設備が整った素晴らしい工場でした。 

れ残念ながら工場内部は、原則撮影禁止となっていま

したのでその写真はお見せできませんが、原料の仕込

みから、培養、調合、容器の成形、充填、包装、出荷

まで一貫した生産システムで製品作りを行っていて、

工場見学者が楽しめる展示や体験もできる施設も充

実していました。 

 
 

◆スマイリングボックス◆ 

・ヤクルト本社福島工場見学に感謝して。 

                               高橋 和之 会長 

・ヤクルト福島工場の工場長 栗原勝様のスピーチに

感謝致します。        菅原 節子 幹事 

・今回２度目の職場訪問となります。20 年ぶりでしょ

うか。                      斎藤   浩  会員 

・ヤクルト工場見学を記念して   鈴木 光一 会員 

・ヤクルト工場様ご協力ありがとうございます。 

林  克重 会員 

・この度は移動例会でヤクルト様には大変お世話にな

ります。            福田 順一 会員 
 

 

スマイル  35,000 円 累計 1,817,873 円 
財団・米山  41,000 円 累計 1,811,000 円 

 

～ 一週一言 ～    父母憲章 6 
父母は子供の持つ諸種の能力に注意し、特にその隠れ

た特質を発見し、啓発することに努めなければならぬ。 
        安岡 正篤 一日一言より 

―編集後記―  
 

いよいよ高橋年度最後の月に突入。身体に気をつけて

会長、幹事頑張って下さい。（丹治 洋子） 

ヤクルト容器を 
再利用した水の浄化装置 

ヤクルト容器の歴史 

後半の模擬腸内を出た広場 


